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『
御
湯
殿
上
日
記
』
の
基
礎
的
研
究

―
―
執
筆
方
法
・
執
筆
者
に
つ
い
て
―
―

北

上

真

生

は
じ
め
に

『
御
湯
殿
上
日
記
』（
以
下
、『
御
湯
殿
』）
は
、
途
中
欠
け
る
と
こ
ろ
は
あ

る
も
の
の
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
よ
り
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
至

る
約
三
百
五
十
年
に
わ
た
り
、
禁
中
女
房
に
よ
っ
て
女
房
詞
を
用
い
て
仮
名

書
き
で
記
さ
れ
た
日
次
記
で
あ
る
。
主
に
神
事
、
仏
事
、
公
事
、
進
献
、
年

貢
出
納
、
廷
臣
・
神
官
・
僧
侶
の
人
事
、
女
官
の
進
退
に
つ
い
て
記
さ
れ
、

公
的
性
格
を
強
く
帯
び
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
公
的
記
録
が
女
房
に

よ
っ
て
営
々
と
三
百
五
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
国
内
外
に
お
い
て
過
去
に
例
を
み
な
い
。
記
載
年
月
の
長
さ
と

女
房
が
公
的
記
録
を
仮
名
書
き
で
記
し
た
と
い
う
点
に
『
御
湯
殿
』
の
存
在

意
義
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
録
で
あ
る
が
た
め
に
、
専
ら
歴
史
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、

『
御
湯
殿
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
は
活
発
と
は
言
い
難
い
現
況
に
あ

る
。「
内
の
女
房
」
に
よ
り
「
日
次
」
の
形
式
で
「
仮
名
」
に
よ
っ
て
「
公

事
」
に
関
す
る
内
容
が
「
記
録
」
さ
れ
る
と
い
う
、
文
学
史
の
〈
女
房
日

記
〉
概
念
と
単
純
に
は
重
な
ら
な
い
相
貌
を
見
せ
る
『
御
湯
殿
』
を
、
単
な

る
記
録
・
史
料
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
宮
廷
女
房
の
地
位
や
営
み
の

変
遷
を
�
る
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
御
湯
殿
』
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な

る
と
と
も
に
、
中
古
・
中
世
に
お
け
る
女
流
日
記
文
学
の
質
的
変
化
や
『
弁

内
侍
日
記
』『
中
務
内
侍
日
記
』
以
後
、
宮
廷
女
房
文
学
が
影
を
潜
め
た
一

因
を
探
る
こ
と
も
可
能
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
武
家
の
台
頭
に
よ
る
宮
廷
の

没
落
・
衰
微
の
み
が
宮
廷
女
流
文
学
の
伝
統
が
途
絶
え
て
し
ま
う
理
由
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
か
か
る
問
題
点
を
解
明
す
る
手
始
め
と
し
て
、
中
世
末
期
・
近

世
初
頭
に
お
け
る
後
宮
の
実
態
を
見
据
え
つ
つ
、『
太
后
御
記
』
以
来
の
女

房
日
記
の
伝
統
と
系
譜
の
上
に
成
立
し
た
『
御
湯
殿
』
の
執
筆
方
法
や
執
筆

者
を
検
討
し
、
女
房
日
記
の
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。

ま
ず
、
執
筆
方
法
・
執
筆
者
を
考
察
す
る
に
際
し
て
の
問
題
点
を
挙
げ
て

み
た
い
。『
御
湯
殿
』
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
内
容
的
に
公
的
性

格
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
女
房
の
中
で
も
公
事
に
精
通
し

表
向
き
と
の
交
渉
に
従
事
す
る
女
房
が
執
筆
に
当
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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ま
た
、
三
百
五
十
年
間
に
わ
た
っ
て
記
事
内
容
・
記
述
の
仕
方
が
一
定
し
て

お
り
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
方
式
に
従
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
是
澤
恭
三
氏
は
、「
大
体
一
定
の
型

に
依
り
、
記
載
の
範
囲
も
凡
定
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
そ
の

記
載
せ
ら
れ
た
記
事
を
審
査
す
る
役
目
の
人
―
或
は
至
尊
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
―
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
点
が
あ（
１
）
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
私
も
是
澤
氏
の
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、『
御
湯
殿
』

は
一
定
の
方
式
に
従
っ
て
記
さ
れ
、
そ
の
記
事
が
審
査
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
る
。

『
御
湯
殿
』
の
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、
和
田
正
夫（
２
）
氏
が
内
侍
司
の
典
侍
・

内
侍
と
論
じ
ら
れ
、
是
澤
恭（
３
）
三
・
小
高（
４
）
恭
両
氏
は
、
勾
当
内
侍
以
外
の
典

侍
・
内
侍
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
、
勾
当
内
侍
は
別
に
日
記
を
付
け
て
い
た
と

さ
れ
て
い（
５
）
る
。
脇
田
晴
子
氏
も
是
澤
氏
の
論
を
受
け
つ
つ
も
、『
御
湯
殿
』

に
は
勾
当
内
侍
の
管
轄
に
属
す
る
渉
外
部
分
、
特
に
女
房
奉
書
の
発
給
に
関

す
る
記
事
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
勾
当
内
侍
を
執
筆
者
か
ら
除
外

し
て
お
ら
れ（
６
）
る
。
し
か
し
、『
御
湯
殿
』
の
記
録
期
間
と
同
時
期
に
勾
当
内

侍
の
記
し
た
日
記
は
存
在
（
遺
存
）
せ
ず
、
勾
当
内
侍
が
記
し
た
日
記
の
存

在
を
示
す
明
確
な
記
事
も
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
是
澤
氏
は
、
勾
当
内
侍

が
記
し
た
日
記
の
存
在
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、

再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後
で
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
が
、

『
御
湯
殿
』
の
記
事
中
に
お
い
て
女
房
奉
書
の
発
給
に
関
す
る
記
事
は
多
々

見
ら
れ
、
脇
田
氏
の
示
し
て
お
ら
れ
る
問
題
点
も
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
。

ま
ず
、
執
筆
者
・
執
筆
方
法
に
つ
い
て
私
の
結
論
を
述
べ
る
と
、『
御
湯

殿
』
は
、
和
田
氏
以
下
の
三
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
女
房
が
輪
番
で
女
房

の
見
聞
き
し
た
こ
と
を
日
毎
に
書
き
付
け
た
も
の
で
は
な
く
、『
御
湯
殿
』

の
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
的
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
構
成
員
が
男

官
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
記
録
類
を
参
考
に
し
て
後
日
、
半
月
・
一
ヶ
月
単
位

で
ま
と
め
て
編
集
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
編
集
に
は
勾
当
内
侍
を

総
轄
者
（
記
事
の
審
査
に
あ
た
る
役
目
）
と
し
、
大
御
乳
人
（
命
婦
の
次
官

で
勾
当
内
侍
の
事
務
を
補
佐
す
る
こ
と
が
職
掌
の
女
房
）・
右
京
大
夫
以
下

の
三
大（
７
）
夫
が
主
に
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

か
く
考
え
る
理
由
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
男
官
に
よ
る
記
録
の
引
勘
が
間
々
あ
る
こ
と
。

二
、
日
付
の
誤
り
が
多
く
、
後
に
ま
と
め
て
記
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
。

三
、
日
記
の
内
容
が
勾
当
内
侍
の
職
掌
と
合
致
す
る
こ
と
。

四
、
日
記
中
に
お
い
て
、
勾
当
内
侍
（
長
橋
局
）・
大
御
乳
人
・
右
京
大

夫
に
は
他
の
女
房
に
比
べ
敬
称
「
殿
」
が
余
り
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

五
、『
御
湯
殿
』
を
継
承
し
て
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
長
橋
局
日
記
』
は
、

そ
の
記
主
を
勾
当
内
侍
（
長
橋
局
）
と
し
て
い
る
が
、
原
本
（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
）
を
調
査
し
て
み
る
と
、
複
数
の
女
房
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ

た
も
の
を
編
集
し
た
形
跡
が
あ
り
、『
長
橋
局
日
記
』
と
類
似
す
る
性

格
・
様
式
を
持
つ
『
御
湯
殿
』
も
こ
の
よ
う
な
執
筆
方
法
が
採
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
五
点
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一

男
官
に
よ
る
記
録
の
引
勘
に
つ
い
て

『
御
湯
殿
』
に
お
い
て
、
正
月
の
四
方
拝
を
は
じ
め
と
す
る
儀
式
・
行
事

等
の
模
様
や
上
�
・
参
会
者
の
人
名
は
、
弁
官
か
ら
届
け
ら
れ
た
「
散（
８
）
状
」

に
よ
っ
て
記
し
と
ど
め
て
い
る
。『
御
湯
殿
』
に
み
ら
れ
る
散
状
の
一
例
を
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以
下
に
示
し
た
い
。

�
四
日
。
御（
懺

法

講

）

せ
ん
ほ
う
か
う
は
し
ま
る
。
…
…
。
仏
前
に
は
の
り
久
朝
臣
。

帥
大
納
言
に
は
言
つ
く
の
朝
臣
。
次
第
次
第
に
上
首（
懺

悔

）

さ
ん
下
の
殿
上
人

も
ち
て
す
ゝ
み
を
く
。
く
わ
し
く
は
散
状
に
み
え
た
り
。

（『
御
湯
殿
』
享
禄
五
年
四
月
四
日
条
）

�
二
十
八
日
。
け
ふ
は（
改
元
）

か
い
け
ん
に
て
め
て
た
し
。
さ
ん
し
や
う
に
の
り

た
る
し
ゆ
う
。
さ
い
お
ん
寺
。
や
な
き
は
ら
一
位
。
中
院
大
納
言
。
菅

中
納
言
。
水
無
瀬
宰
相
。
弁
経
元
。（
職

事

）

し
き
し
の
ふ
行
の
弁
あ
つ
光
。

（『
御
湯
殿
』
永
禄
元
年
二
月
二
十
八
日
条
）

�
せ
ち
ゑ
あ
り
。
内
弁
右
大
将
。
実
益
�
。
外
弁
。
こ
の
ほ
か
い
し
�
�

（
い
し
い
し＝

「
詳
細
」
を
意
味
す
る
女
房
詞
―
※
北
上
注
）
さ
ん
し

よ
う
に
み
え
た
り
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
慶
長
四
年
正
月
一
日
条
）

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
儀
式
の
参
会
者
や
模
様
に
つ
い
て
散
状
を
参

考
に
し
て
記
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に
、
こ
の
散
状
が
弁
官
よ
り
ど
の
女
房
の
元
に
届
け
ら
れ
て
い
た
の
か

を
検
討
し
、
編
集
者
の
特
定
の
手
懸
り
を
見
出
し
て
み
た
い
。『
御
湯
殿
』

に
記
さ
れ
る
主
な
儀
式
に
つ
い
て
は
散
状
が
多
々
引
勘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
機
械
的
に
特
定
の
御
内
儀
の
元
へ
届
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
解
す
る
の

が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
手
懸
り
と
な
る
記
事

を
示
し
た
い
。

�
…
…
。（
伏

見

般

舟

院

）

ふ
し
み
は
ん
し
ゆ
ゐ
ん
五
日
の
御（
法

事

）

ほ
う
し
の
事
し
る
し
て
。
な

か
は
し
へ
も
ち
て
ま
い
り
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
永
禄
元
年
九
月
七
日
条
）

�
ふ
し
み
よ
り
五
日
の
御
ほ
う
し
の
も
く
ろ
く
（
目
録
）
ま
い
る
。

（『
御
湯
殿
』
永
禄
六
年
九
月
七
日
条
）

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
伏
見
に
所
在
し
皇
室
の
�
所
で
あ
る
般
舟
院
で
行
わ
れ

た
後
奈
良
院
の
御
法
事
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
事
に

つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
が
長
橋
局
（
勾
当
内
侍
）
の
元
に
届
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
散
状
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
御
ほ
う
し
の
も
く
ろ

く
」
と
あ
り
、
散
状
と
同
様
に
見
做
し
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、『
実
隆
公
記
』
文
明
八
年
正
月
二
十
日
条
に
、

�
…
…
、
今
日
内
侍
所
臨
時
、
恒
例
両
座
御
神
楽
也
、
仍
参
内
、
下
姿
、

…
…
、
秉
燭
以
後
散
状
付
勾
当
内
侍
進
上
之
次
、
雨
脚
已
甚
、
雨
儀
於

中
門
廊
下
可
被
行
歟
之
由
奏
聞
、
委
細
聞
召
了
、
…
…
、
散
状
注
左
、

今
夜
散
状
付
伝
奏
進
武
家
了
、

内
侍
所
臨
時
御
神
楽

内
侍
所
御
神
楽

所
作
人

所
作
人

本
拍
子

本
拍
子

右
衛
門
督

俊
量
朝
臣

末
拍
子

末
拍
子

俊
量
朝
臣

忠
久

付
歌

付
歌

忠
久

久
時

久
時

笛

笛

景
益

―
―

篳
篥

安
倍
季
継

和
琴

経
郷
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人
長

安
倍
季
音

と
あ
る
よ
う
に
、
散
状
が
蔵
人
頭
で
あ
る
三
條
西
実
隆
よ
り
勾
当
内
侍
に
、

武
家
伝
奏
の
手
を
経
て
室
町
幕
府
に
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事

か
ら
、
男
官
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
散
状
が
勾
当
内
侍
の
元
に
届
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
散
状
を
取
用
し
て
勾
当
内
侍
が
日
記
執
筆

に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、

�
…
…
。
な
の
り
た
め
秋
。
こ
お
り
か
み
申
。
左
衛
門
少
志
豊
原
為
秋
ト

ア
リ
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
元
亀
三
年
六
月
二
十
五
日
条
）

と
い
う
具
合
に
、
傍
線
部
分
に
小
折
紙
の
書
式
が
見
受
け
ら
れ
、「
こ
お
り

か
み
申
。
…
…
ト
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
小
折
紙
」
を
引
い
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
そ
も
そ
も
小
折
紙
と
は
、
官
位
官
職
昇
進
の
申
請

書
で
あ
り
、
奉
書
紙
を
横
二
つ
折
り
に
し
、
さ
ら
に
縦
三
つ
折
り
に
し
た
も

の
で
、
真
中
に
昇
進
を
望
む
官
位
官
職
を
記
し
、
左
下
に
現
在
の
官
位
官
職

と
姓
名
を
記
す
の
が
形
式
で
あ（
９
）
る
。

『
実
隆
公
記
』
に
、

�
…
…
、
酉
下
刻
著
衣
冠
参
内
、
自
今
日
縣
召
除
目
被
始
行
、
為
見
物
也
、

（
文
明
七
年
正
月
二
十
五
日
条
）

�
…
…
、
小
折
紙
之
躰
、

神
�
権
少
副
卜
部
兼
緒

権
大
納
言
源
雅
行

権
中
納
言
藤
原
公
興

…
…
（
中
略
）
…
…
、

畏
入
之
由
、
以
勾
当
内
侍
申
入
了
、
除
書
事
了
、
…
…
、

（
文
明
七
年
正
月
二
十
八
日
条
）

と
あ
り
、
小
折
紙
が
勾
当
内
侍
の
元
に
付
さ
れ
、
奏
覧
に
供
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
散
状
と
同
様
に
小
折
紙
も
勾
当
内
侍
に
よ
っ
て

『
御
湯
殿
』
執
筆
に
際
し
て
取
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、『
御
湯
殿
』
の
記
事
に
男
官
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
記
録
類
が
引
勘

さ
れ
、
勾
当
内
侍
が
記
録
類
を
塊
集
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
決
定
的
な

史
料
を
見
出
し
得
た
の
で
、
以
下
に
挙
げ
て
み
た
い
。

�
…
…
、
長
橋
殿
参
了
、
去
年
除
目
役
者
・
当
年
叙
位
・
女
叙
位
等
役
者

書
之
進
了
、
御
所
望
了
、
御
湯
殿
御
日
記
ニ
被
付
云
々
、
…
…
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
七
年
二
月
二
十
二
日
条
）

こ
の
記
事
は
、
勾
当
内
侍
が
除
目
や
叙
位
の
参
仕
者
を
『
御
湯
殿
』
に
記
す

た
め
に
山
科
言
経
へ
参
仕
者
名
を
記
し
た
記
録
の
進
上
を
要
請
し
た
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
近
世
初
頭
に
お
い
て
は
、『
御
湯

殿
』
の
執
筆
に
勾
当
内
侍
が
当
た
り
、
そ
の
執
筆
材
料
を
公
�
に
命
じ
て
進

上
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
散
状
や
目
録
・
小
折
紙
等
の
記
録

類
が
勾
当
内
侍
の
元
に
届
け
ら
れ
、
編
集
者
で
あ
る
勾
当
内
侍
は
、
こ
れ
ら

を
参
考
に
儀
式
の
模
様
や
参
加
者
の
人
名
を
記
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
他
、『
御
湯
殿
』
の
記
事
に
男
官
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
記
録
類
が
引

勘
さ
れ
て
い
た
裏
付
け
と
し
て
、
記
事
中
に
漢
文
体
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
御
湯
殿
』
が
仮
名
で
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
仮
名
文
中
に
し
ば
し
ば
漢
文
体
が
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
前
に
述
べ
た
よ
う
に
散
状
や
目
録
・
公
�

の
記
録
や
書
簡
等
が
引
勘
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一

例
を
以
下
に
挙
げ
て
み
た
い
。

―５５―



�
…
…
。
御
ふ
せ
未
下
に
て
は
参
し
か
た
き
よ
し
申
て
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
天
文
二
年
四
月
七
日
条
）

�
…
…
。
大
夫
御
れ
い
に
ま
い
る
。
御
扇
給
之
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
天
文
二
十
一
年
三
月
二
日
条
）

�
…
…
。
歓
喜
寺
正
天
代
官
参
詣
。
三
か
月
之
分
。
御
撫
物
等
如
例
。

（『
御
湯
殿
』
天
文
二
十
二
年
八
月
十
三
日
条
）

傍
線
部
の
よ
う
に
、
仮
名
文
中
に
漢
文
体
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

漢
文
体
で
記
さ
れ
た
記
録
類
を
取
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。『
御
湯

殿
』
が
公
�
の
日
記
を
引
用
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
裏
付
け
る
た
め
に
、

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
行
き
た
い
。

『
実
隆
公
記
』
に
、

�
…
…
、
後
聞
、
今
日
酉
刻
陽
明
准
后
薨
去
由
、
臨
終
正
念
云
々
、
数
日

痢
病
所
労
也
、
今
日
聊
被
得
減
気
、
無
苦
悩
入
滅
云
々
、
今
年
六
十
二

歳
、
大
幸
之
人
也
、
予
数
年
�
近
、
殊
愁
�
無
比
類
、
朝
之
元
老
也
、

尤
可
惜
々
々
、
今
夜
則
被
出
東
福
寺
海
蔵
院
云
々
、

（
永
正
二
年
六
月
十
九
日
条
）

と
あ
り
、「
陽
明
准
后
」
前
関
白
・
太
政
大
臣
近
衛
政
家
が
薨
去
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、

�
…
…
、
勾
当
内
侍
以
状
被
命
、
陽
明
事
清
涼
殿
御
�
可
被
垂
之
哉
、
明

日
御
楽
可
有
被
延
引
、
凡
何
ヶ
日
如
御
楽
可
被
停
止
哉
、
内
々
可
申
云
々
、

予
申
云
、
如
此
之
事
本
儀
薨
奏
之
後
被
仰
廃
朝
、
其
後
被
垂
御
�
此
事
為

被
止

蔵
人
方
存
知
哉

音
奏
警
蹕
之
事
也
、
近
代
不
及
次
第
之
儀
歟
、
近〔
二

条

持

通

〕

大
染
金
剛
院
、〔
二
条

後
如

尚

基

〕

法
寿
院
等
時
如
何
、
被
披
見
御
湯
殿
上
日
記
可
有
計
沙
汰
哉
者
、
及
晩

又
消
息
到
来
、
御
湯
殿
上
日
記
不
引
勘
之
、
東
山
殿
御
時
被
垂
清
涼
殿

御
�
之
由
被
載
之
、
如
何
云
々
、
然
者
自
今
日
三
ヶ
日
昼
御
座
之
前
御

�
可
被
垂
之
、
廿
三
日
早
朝
可
被
�
之
歟
之
由
申
之
了
、
凡
﹇

﹈
被

仰
廃
朝
之
後
可
被
巻
事
也
、
近
代
如
何
﹇

﹈
尋
之
、
…
…
、

（
永
正
二
年
六
月
二
十
日
条
）

と
あ
る
。
勾
当
内
侍
が
三
條
西
実
隆
へ
陽
明
准
后
の
薨
去
に
際
し
て
清
涼
殿

の
御
�
を
垂
れ
御
楽
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
次
第
を
尋
ね
て
い

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
三
條
西
実
隆
は
『
御
湯
殿
』
を
繙
い
て
み
る
よ
う
に

返
答
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、『
御
湯
殿
』
の
朝
廷
・
公
家
に
お
い
て
の
先

例
故
実
の
典
拠
と
な
る
公
日
記
と
い
う
性
格
が
看
取
さ
れ
、『
御
湯
殿
』
に

そ
の
先
例
の
典
拠
と
な
る
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
有
職
故
実
に
精

通
し
た
公
家
の
意
見
や
そ
の
日
記
が
参
考
に
さ
れ
、
相
補
わ
れ
て
い
た
実
態

が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仮
名
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
女
房
日
記

と
男
性
官
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
公
家
日
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
隔
絶
し
た
関
係

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
相
補
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
勾
当
内
侍
が
先
例
調

査
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

	
八
日
、
晴
、
早
々
勾
当
局
へ
可
参
云
々
、
則
向
彼
御
局
、
勾
当
内
侍
被

出


云
、
御
読
書
始
、
以
誰
乎
人
被
触
送
乎
、
又
御
祝
義
御
太
刀
・
御

馬
な
と
令
拝
領
乎
、
先
例
可
申
上
云
々
、
則
向
家
君
御
亭
、
仰
旨
令
申

処
、
記
録
高
尾
被
置
云
々
、
仍
与
三
郎
則
取
遣
畢
、
御
返
事
明
日
可
申

入
覚
悟
也
、
…
…
、
九
日
、
晴
、
…
…
、
次
御
読
書
之
次
第
昨
日
御
尋

之
事
共
返
答
ニ

御
局
へ

参
、
当
今
御
読
書
始
之
時
、
勧
修
寺
中
納
言
よ

り
被
触
之
云
々
、
御
太
刀
・
御
馬
拝
領
勿
論
云
々
、
�
君
読
書
始
可
為

来
廿
三
日
、
可
令
伺
候
云
々
、
廿
三
日
甲
午
、
時
巳
、
�
君
御
歳
九
、
近

代
御
佳
例
也
、

御
読
書
始
参
勤
、
於
小
御
所
申
上
之
畢
、
後
、
御
太
刀
・

御
馬
令
拝
領
、
退
出
、
猶
別
記
之
云
々
、
此
分
予
書
付
、
御
局
へ

進
之

畢
、
…
…
、

―５６―



（『
慶
長
日
件
録
』
慶
長
九
年
十
二
月
八
日
・
九
日
条
）

右
の
条
文
か
ら
、
勾
当
内
侍
が
政
仁
親
王
（
後
水
尾
院
）
の
御
読
書
始
の
儀

に
関
す
る
先
例
に
つ
い
て
舟
橋
秀
賢
に
問
い
尋
ね
て
お
り
、
舟
橋
秀
賢
は
家

記
か
ら
儀
式
に
ま
つ
わ
る
部
分
を
抜
書
き
し
て
勾
当
内
侍
に
進
上
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
勾
当
内
侍
は
記
録
類
を
扱
う
と
と
も
に

先
例
調
査
に
深
く
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
勾
当

内
侍
が
『
御
湯
殿
』
の
執
筆
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
裏
付
け
の
一

つ
と
な
ろ
う
。

�
六
月
ゑ
四
日
よ
り
は
し
ま
る
と
て
。
左
小
弁
む
か
ふ
よ
し（
甘

露

寺

）

か
ん
ろ
し
申

さ
る
ゝ
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
文
明
十
年
六
月
二
日
条
）

� 〔

転

任

〕

て
ん
に
ん
内

〔
内
府
〕〔

陣

儀

〕

ふ
ち
ん
の
き
日
つ
ゐ
て
ま
い
る
。〔

上

�

〕

し
よ
う
け
い
中
御
か
と
。

弁
は
右
少
弁
か
と
。〔
広

橋

〕

ひ
ろ
は
し
よ
り
う
か
ゝ
は
る
ゝ
。

（『
御
湯
殿
』
大
永
三
年
三
月
一
日
条
）

右
の
�
の
記
事
か
ら
、
公
家
か
ら
の
伝
聞
記
事
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
知

り
得
る
。
ま
た
、
�
の
記
事
か
ら
、
内
大
臣
転
任
の
陣
儀
の
別
記
が
参
照
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
伝
聞
の
混
入
が
見
出
せ
る
。『
御
湯
殿
』
中
に
は
、

こ
の
他
に
「
き
ゝ
こ
と
な
り
」「
き
ゝ
ち
か
へ
な
り
」「
き
こ
ゆ
る
」
な
ど
の

表
現
か
ら
、
伝
聞
に
基
づ
く
記
事
が
知
ら
れ
る
。『
元
長
�
記
』
文
亀
二
年

九
月
十
一
日
条
に

�
早
旦
謁
長
橋
局
、
惣
用
目
六
談
合
也
、
申
定
帰
宅
、
…
…
、

と
あ
る
よ
う
に
、
勾
当
内
侍
は
甘
露
寺
元
長
と
来
る
十
八
日
の
後
土
御
門
院

三
回
聖
忌
懺
法
講
に
関
わ
る
総
予
算
の
見
積
書
に
つ
い
て
談
合
し
て
い
る
。

三
章
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
勾
当
内
侍
は
役
職
柄
、
男
官
と
の
交
渉
が
多
々

あ
り
、
そ
の
交
渉
の
中
で
の
談
話
や
伝
聞
が
記
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
御
湯
殿
』
は
、
公
�
等
の
手
に
な
っ
た

記
録
類
を
参
看
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
例
引
勘
の
便
宜
に
供
す
べ
く
備
え
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
女
房
日
記
と
公
家
日
記
は
相
補
関

係
に
あ
り
、『
御
湯
殿
』
も
男
官
に
よ
っ
て
故
実
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
御
内
儀
に
供
せ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
男
官
に
よ
っ
て
記
さ
れ

た
記
録
類
は
、
ま
ず
公
�
た
ち
が
各
々
の
日
記
に
記
し
、
ま
た
は
別
記
を
作

成
し
、
そ
の
後
に
御
内
儀
用
に
清
書
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御

内
儀
の
元
に
は
早
く
て
も
数
日
経
て
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
伝
聞
記
事
の
混
入
に
つ
い
て
考
え
併
せ
る
と
、『
御
湯
殿
』
は
、
日
録

で
は
な
く
後
日
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

二

日
記
の
日
付
に
つ
い
て

『
御
湯
殿
』
は
、
周
知
の
と
お
り
日
次
記
で
、
女
房
に
よ
っ
て
輪
番
で
日

毎
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
記
本
文
を

よ
く
考
察
し
て
み
る
と
、
日
付
の
誤
り
が
多
く
、
日
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う

今
日
ま
で
の
学
説
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

�
…
…
。
こ
れ
は
五
日
の
事
こ
ゝ
に
か
き
ま
い
ら
す
る
。
う
つ
ゝ
な
し
。

（『
御
湯
殿
』
天
文
十
七
年
九
月
四
日
条
）

右
の
条
文
は
、
五
日
の
こ
と
を
四
日
に
記
し
間
違
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
日
の
こ
と
を
五
日
に
書
き
間
違
え
た
と
い
う
の
な
ら
、
日
録
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
起
こ
り
得
る
間
違
い
で
あ
る
が
、
五
日
の
こ
と
を
四
日
に
書
き
間

違
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
起
こ
り
得
な
い
こ

と
で
あ
る
。

�
…
…
。
花
の
こ
と
け
ふ
を
昨
日
に
か
く
。
正
た
ゐ
な
し
。

―５７―



（『
御
湯
殿
』
明
応
二
年
七
月
三
日
条
）

こ
の
条
文
も
先
程
と
同
様
に
、
今
日
の
こ
と
を
昨
日
に
記
し
間
違
え
た
と
い

う
記
事
で
あ
る
。
昨
日
の
こ
と
を
今
日
に
記
し
間
違
え
た
と
い
う
の
な
ら
理

解
で
き
る
が
、
今
日
の
こ
と
を
昨
日
に
記
し
間
違
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

日
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
起
こ
り
得
な
い
間
違
い
で
あ
る
。

�
三
日
。
雨
ふ
る
。
紀
伊
中
納
言
よ
り
忍
冬
酒
進
上
。
し
ん
院
の
御
か
た

へ
御
ま
な
ま
い
る
。

〔
四
日
ノ
記
事
ナ
ル
ヘ
シ
〕

勧
修
寺
大
納
言
よ
り
花
。
御
ま
な
一
折
進
上
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
延
宝
七
年
十
二
月
三
日
条
）

�
五
日
。
雨
ふ
る
。
し
け
の
宮
ノ
御
方
御
た
ん
し
や
う
日
に
て
。
御
か
ち

ん
一
ふ
た
。
御
て
う
し
ひ
さ
け
ま
い
る
。

〔
六
日
ノ
記
事
ナ
ル
ヘ
シ
〕

戸
田
越
前
の
か
み
よ
り
た
か
の
か
も
一
折
進
上
。
…
…
。

〔
七
日
ノ
記
事
ナ
ル
ヘ
シ
〕

御
月
次
の
御
歌
の
題
飛
鳥
井
少
将
へ
し
た
ゝ
め
進
上
候
や
う
ニ
長
は
し

よ
り
ほ
う
し
や
う
ま
い
る
。
…
…
。

〔
八
日
ノ
記
事
ナ
ル
ヘ
シ
〕

あ
し
た
の
物
う
ん
そ
う
か
ゆ
ま
い
る
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
延
宝
七
年
十
二
月
五
日
条
）

右
に
挙
げ
た
両
日
条
の
条
文
を
み
て
み
る
と
、「
四
日
」・「
六
日
」・「
七

日
」・「
八
日
」
と
傍
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
後
日
に
連
続
し
て
三
日
か
ら
八

日
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
と
め
て
記
さ
れ
た
た
め
に
日
付

の
記
入
漏
れ
が
生
じ
、
傍
注
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
に
示
す
�
・
�
の
記
事
を
比
較
し
て
み
る
と
、

�
廿
一
日
。
な
か
は
し
よ
り〔
梵

天

〕

ほ
ん
て
ん
（
梵
天
と
は
「
梵
天
瓜
」
の
略
―

※
北
上
注
）
ま
い
る
。
二
條
と
の
よ
り
い
つ
み
に
て
ひ
や
さ
せ
ら
る
ゝ

と
て
御
う
り
一
こ
ま
い
る
。
大
す
け
す
も
し
ま
い
る
。
め
う
し
ん
寺
よ

り
御
う
り
ま
い
る
。
も
ん
せ
き
。〔
竹
内
門
跡
・
曼
殊
院
宮
〕

た
け
の
う
ち
殿
御
ま
い
り
。

廿
三
日
。
御
た
ん
し
や
う
日
の
御
く
わ
ん
す
ま
い
る
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
天
文
四
年
六
月
二
十
一
・
二
十
三
日
条
）

�
廿
一
日
、
…
…
、
勾
当
瓜
進
上
、
二
条
関
白
白
瓜
二
籠
進
上
、

廿
二
日
、
天
晴
、
妙
心
寺
瓜
二
十
籠
進
上
、
青
蓮
院
、
曼
殊
院
被
参
、

新
典
侍
蓮
花
被
進
、

（『
後
奈
良
天
皇
宸
記
』
天
文
四
年
六
月
二
十
一
・
二
十
二
日
条
）

�
の
記
事
か
ら
、
�
に
は
二
十
二
日
に
記
さ
れ
る
べ
き
記
事
が
二
十
一
日
条

に
混
在
し
、
二
十
二
日
条
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま

り
、
�
の
後
半
部
「
め
う
し
ん
寺
よ
り
御
う
り
ま
い
る
。
も
ん
せ
き
。
た
け

の
う
ち
殿
御
ま
い
り
。」
の
記
事
は
、
二
十
二
日
の
条
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ

る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
�
・
�
と
同
様
に
、
ま
と
め
て
記
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

�
…
…
。
す
き
の
御
せ
ん
三
ケ
日
。
七
日
。
立
春
。
十
五
日
四
季
の
間
に

て
ま
い
る
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
天
和
三
年
正
月
一
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
日
の
記
事
の
中
に
後
日
の
出
来
事
が
ま
と
め
て
記
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
に
、

�
花
山
院
大
将
は
い
か
に
て
。
三
色
三
荷
し
ん
上
。
御
三
間
に
て
御
た
い

め
ん
あ
り
。
申
の
口
に
て
て
ん
は
い
た
ふ
。

（『
御
湯
殿
』
天
和
二
年
十
一
月
三
十
日
条
）

�
花
山
院
右
大
将
は
い
か
に
て
。
三
色
三
荷
ま
い
る
。
御
三
間
に
て
御
た

い
め
ん
あ
り
。
申
の
口
に
て
て
ん
は
い
た
ふ
。

（『
御
湯
殿
』
天
和
二
年
十
二
月
一
日
条
）

と
重
複
記
事
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

―５８―



以
上
の
こ
と
か
ら
、『
御
湯
殿
』
が
後
日
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
、
編
集
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
日
記
が
作
成
さ
れ
た
の
で
、
日
次
記
の
体
裁
を
採
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

日
付
の
間
違
い
や
記
事
の
重
複
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

三

日
記
と
勾
当
内
侍
と
の
関
係

『
御
湯
殿
』
に
は
、
勾
当
内
侍
の
職
掌
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
勾
当
内
侍

に
つ
い
て
は
、
浅
井
虎
夫
氏
が
「
後
世
、
内
侍
（
尚
侍
の
こ
と
―
※
北
上

注
）
を
置
か
れ
ざ
る
に
至
り
て
よ
り
は
、
奏
請
宣
伝
の
こ
と
は
多
く
勾
当
内

侍
の
掌
る
と
こ
ろ
と
な
り
た
り
。
さ
れ
ば
将
軍
家
よ
り
の
奏
請
も
、
勾
当
内

侍
取
次
ぎ
た（
１０
）
り
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
廷
臣
や
幕
府
、
寺
社
と
の

文
の
遣
り
取
り
が
専
ら
勾
当
内
侍
の
職
掌
と
な
り
、
宮
廷
の
事
務
的
・
政
事

的
な
面
に
も
そ
の
才
能
を
発
揮
し
て
い
た
。
文
筆
に
優
れ
た
能
書
家
の
女
房

（
右
京
大
夫
以
下
の
三
大
夫
）
を
侍
女
と
し
て
多
く
抱
え
て
お
り
、
勾
当
内

侍
は
記
録
類
を
取
扱
う
こ
と
を
専
門
と
す
る
女
房
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

次
に
示
す
記
事
か
ら
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。

�
…
…
。（
水

無

瀬

中

納

言

）

み
な
せ
ち
う
な
こ
ん〔
年

寄

り

〕

と
し
よ
り
ま
い
り
候
て
。
わ
つ
ら
い
け
に

御
入
候
ま
ゝ
。〔
落

髪

〕

ら
く
は
つ
の
御
い
と
ま
申
さ
る
ゝ
と
て
御
う
た
し
ん
上

あ
り
。
御
へ
ん
か
あ
そ
は
さ
る
ゝ
。
な
か
は
し
ま
て
文
ま
い
る
。
な
か

は
し
よ
り
返
事
あ
り
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
慶
長
五
年
八
月
二
十
一
日
条
）

�（
右

府

）

ゆ
ふ
ふ
よ
り〔
鷹

の

鶴

〕

た
か
の
つ
る
ま
い
る
。
長
は
し
よ
り〔
伝

奏

〕

て
ん
そ
う
ま
て
御
ふ

み
出
候
。

（『
御
湯
殿
』
慶
長
十
五
年
十
二
月
五
日
条
）

�
…
…
。
将
く
ん
家
よ
り
初〔
鶴

〕

つ
る
進
上
。
長
は
し
よ
り
奉
書
出
ル
。

（『
御
湯
殿
』
天
和
二
年
七
月
二
日
条
）

�
ひ
む
か
し
の
と
う
ゐ
ん
と
の
ゝ
御
院
か
う
さ
た
め
の〔

風

記

〕

ほ
の
き
ま
い
る
。

…
…
。

（『
御
湯
殿
』
文
明
十
三
年
七
月
二
十
日
条
）

�
の
記
事
か
ら
、
勾
当
内
侍
が
天
皇
と
廷
臣
と
の
取
次
役
と
い
う
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
�
の
記
事
か
ら
は
、
前
右
大
臣
で
あ
る
徳
川

家
康
か
ら
の
鶴
の
献
上
品
が
勾
当
内
侍
宛
に
届
け
ら
れ
、
勾
当
内
侍
よ
り
武

家
伝
奏
を
介
し
て
徳
川
家
康
に
請
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
�

も
�
と
同
様
で
あ
る
。
�
の
記
事
か
ら
は
、
院
号
定
に
関
す
る
「
風（
１１
）
記
」
が

御
内
儀
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、

�
…
…
、
御
神
楽
風
記
付
勾
当
内
侍
局
令
進
上
了
、

（『
実
隆
公
記
』
文
明
八
年
十
二
月
十
日
条
）

�〔
内

侍

所

〕

な
い
し
と
こ
ろ
行
幸
の
風
記
ま
い
り
候
、
日
次〔
治

定

〕

ち
ゝ
や
う
し
候
は
ゝ
、

あ
い
ふ
れ
候
て〔
注

進

〕

ち
う
し
ん
と
も
と
ゝ
の
へ
候
て
申
入
候
へ
く
候
よ
し
、

御
心
え
て
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

勾
当
内
侍
殿
御
局
へ

も
と
な
か

（『
元
長
�
記
』
文
明
十
四
年
御
教
書
）

と
公
家
日
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
風
記
は
勾
当
内
侍
の
元
に
届
け
ら
れ
る

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
勾
当
内
侍
は
文
書
の
扱
い
を
専
門
と
し
た

事
務
官
長
的
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
公
家
日
記
か
ら

更
に
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
今
日
故
帥
�
七
廻
也
、
為
焼
香
向
二
尊
院
、
…
…
、
自
晩
頭
女
房
奉
書

到
来
云
々
、
披
見
之
処
彼
七
廻
御
悲
�
之
餘
被
染
御
筆
之
由
之
御
製
二

首
拝
領
之
、
則
向
勾
当
内
侍
局
畏
申
之
趣
且
申
入
了
、
…
…
、

―５９―



（『
実
隆
公
記
』
文
明
九
年
八
月
十
日
条
）

�
…
…
、
長
橋
御
局
よ
り
一
位
殿
御
返
事
有
之
也
、〔
伊
達
政
宗
〕

ま
さ
む
ね
よ
り
紅
花

千
き
ん
し
ん
上
お
も
し
ろ
く
お
ほ
し
め
し
候
、
よ
く
御
心
候
て
申
せ
と

て
候
、
此
よ
し〔
土
御
門
泰
重
〕

中
つ
か
さ
へ
御
つ
た
へ
候
へ
く
候
、
如
此
候
、
此
文
則

政
宗
使
相
渡
申
候
、
珍
重
申
候
、

（『
泰
重
�
記
』
元
和
九
年
七
月
二
日
条
）

�
…
…
、
四
日
煤
払
ニ
従
長
橋
殿
廻
文
有
之
、
…
…
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
四
年
十
二
月
十
五
日
条
）

�
今
日
彗
星
之
勘
文
調
進
申
候
、
従
長
橋
殿
御
局
上
申
候
、
…
…
、

（『
泰
重
�
記
』
元
和
四
年
十
月
二
日
条
）

�
禁
裏
之
御
本
四
條
家
系
図
一
冊
、
先
日
申
出
候
、
長
橋
局
�
持
参
返
上

申
候
了
、
…
…
、

（『
言
継
�
記
』
永
禄
九
年
五
月
二
十
三
日
条
）

�
・
�
の
記
事
か
ら
、
勾
当
内
侍
が
天
皇
の
勅
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
女
房
奉

書
を
廷
臣
に
下
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
�
の
記
事
か
ら
は
、
勾
当
内

侍
が
廷
臣
の
招
集
を
「
廻
文
」（
今
日
の
回
覧
板
）
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
�
の
記
事
は
、
陰
陽
家
で
あ
る
土
御
門
（
安
倍
）
泰
重
に
よ
り
彗

星
の
勘
文
が
勾
当
内
侍
に
付
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
�
の
記
事
か
ら
、

勾
当
内
侍
が
禁
裏
の
典
籍
類
を
も
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
勾
当
内
侍
は
一
章
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
廷
臣
の
官
位
申
請
に
関

す
る
こ
と
に
も
携
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
た
い
。

�
今
日
依
有
所
存
、
当
官
已
下
賀
茂
伝
奏
等
申
沙
汰
之
条
々
、
可
被
令
上

表
了
、

当
官
�
賀
茂
伝
奏
・
御
会
共
申
さ
た
・
能
州
一
青
・
越
州
河
合
庄
申

つ
き
、
以
上
悉
上
表
と
い
た
し
候
、
愚
昧
未
練
の
身
と
し
て
事
上
あ

つ
か
り
候
て
、
理
ひ
の
分
別
も
候
は
て
、
空
お
そ
ろ
し
く
日
来
存
候

つ
る
、
と
に
か
く
に
罷
過
候
き
、
か
た
�
�
か
く
こ
の
む
ね
候
程
に
、

し
ん
し
や
く
い
た
し
候
、
こ
の
よ
し
御
心
え
候
て
お
ほ
せ
候
へ
く
候
、

か
し
く
、勾

当
内
侍
殿
御
局
へ

も
と
な
か

（『
元
長
�
記
』
永
正
十
年
五
月
八
日
条
）

	
自
右
衛
門
楽
所
奉
行

督
許
有
使
者
、
舞
人
両
人
申
受
領
、
狛
近
朝
申
伯
耆
守

狛
近
泰
申
播
磨
守
則
付
勾
当

内
侍
令
披
露
、
勅
許
、
口
宣
案
遣
之
了
、
…
…
、

（『
実
隆
公
記
』
文
明
七
年
八
月
二
十
四
日
条
）

�
の
記
事
か
ら
、
記
主
で
あ
る
甘
露
寺
元
長
が
権
中
納
言
・
賀
茂
伝
奏
・
禁

裏
御
料
所
で
あ
る
能
登
一
青
庄
や
越
前
河
合
庄
の
代
官
の
辞
職
を
勾
当
内
侍

に
上
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
	
の
記
事
か
ら
は
、
舞
人
の
官
職
申
請

が
楽
所
奉
行
か
ら
蔵
人
頭
で
あ
る
三
條
西
実
隆
を
介
し
て
勾
当
内
侍
に
申
し

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
、
勾
当
内
侍
の
重
要
な
職
掌
と
し
て
年
貢
出
納
管
理
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
総
責
任
者
で
あ
っ
た
。



…
…
。
越
前
よ
り
河
合
荘
ま
い
る
。
経
元
と
り
つ
き
て
な
か
は
し
へ
お

さ
ま
る
。

（『
御
湯
殿
』
永
禄
三
年
正
月
二
十
日
条
）

�
…
…
。〔
越

前

〕

ゑ
ち
せ
ん〔

河

合

荘

〕

か
わ
い
の
し
よ
う
よ
り
の
お
く
り
状
か
ん
ろ
し
（
甘

露
寺
経
元
）
よ
り
ま
い
る
。

（『
御
湯
殿
』
永
禄
四
年
三
月
四
日
条
）

�
の
せ
（
玄
猪
に
食
す
る
野
瀬


の
こ
と
―
※
北
上
注
）〔
百

合

〕

百
か
う〔
津

国

〕

つ
の
く

に〔

能

勢

郡

〕

の
せ
の
こ
ほ
り
へ
な
か
は
し
申
つ
け
候
。
…
…
。

（『
御
湯
殿
』
慶
長
五
年
十
月
四
日
条
）

―６０―



�
…
…
、
禁
裏
御
料
所
能
州
一
青
御〔
公
〕

貢
用
、
去
々
年
分
残
且
千
疋
到
来
、

送
勾
当
局
畢
、
…
…
、

（『
元
長
�
記
』
永
正
九
年
正
月
十
八
日
条
）

�
…
…
、
及
晩
越
前
御
料
所
御〔
公
〕

貢
用
之
内
、
先
且
千
疋
従
下
京
召
寄
、
遣

長
橋
局
了
、

（『
元
長
�
記
』
大
永
三
年
正
月
六
日
条
）

右
の
条
文
か
ら
、
勾
当
内
侍
が
年
貢
出
納
に
当
っ
て
い
た
こ
と
と
、
勾
当
内

侍
の
元
に
は
領
地
の
代
官
か
ら
「
送
状
」
と
い
う
も
の
が
届
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
勾
当
内
侍
は
日
記
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
「
送

（
１２
）
状
」
を
参
考
に
年
貢
出
納
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
男
性
に
よ

る
記
録
に
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
年
貢
出
納
や
献
上
物
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述

と
な
っ
て
い
る
の
も
か
か
る
や
り
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

中
世
後
期
・
近
世
に
お
い
て
の
後
宮
は
、
後
宮
十
二
司
の
内
侍
司
の
み
が

遺
存
し
、
御
内
儀
の
経
営
に
当
た
っ
て
い
た
。
内
侍
司
の
長
で
あ
る
尚
侍
は
、

多
く
摂
関
家
の
女
子
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
摂
関

家
の
女
子
が
中
宮
や
女
御
と
し
て
入
内
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
り
、
そ
の
官

に
任
じ
ら
れ
る
者
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
典
侍
の
長
で
あ
る
大
納

オ

オ

ス

ケ

言
典
侍
（
大
典
侍
）
を
筆
頭
と
し
て
、
新
大
典
侍
・
目
々
典
侍
・
新
典
侍
・

今
参
局
、
内
侍
（
掌
侍
）
の
一
�
で
あ
る
勾
当
内
侍
（
長
橋
局
）・
中
内

侍
・
右
衛
門
内
侍
・
新
内
侍
、
命
婦
の
伊
予
・
大
御
乳
人
・
駿
河
・
河
内
、

女
嬬
（
御
末
）、
内
侍
所
の
刀
自
・
采
女
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
年
貢
出
納
や
献
上
物
の
管
理
・
表
向
き
と
の
交
渉
な
ど
の
公
事
を

専
ら
職
掌
と
す
る
勾
当
内
侍
は
、
宮
廷
内
外
に
そ
の
名
を
馳
せ
、
権
力
は
大

典
侍
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、『
御
湯
殿
』
か
ら
明
ら
か
と

な
る
。

�
…
…
。
准
后
。
女
御
へ
く
わ
ん
は
く
よ
り
小
袖
一
か
さ
ね
つ
ゝ
ま
い
る
。

な
か
は
し
へ
も
一
つ
ま
い
る
。
大
す
け
殿
。
め
ゝ
す
け
殿
。
大
御
ち
の

人
。
そ
の
ほ
か
女
ち
う
へ
も
御
み
や
（
御
土
産
）
あ
り
。

（
天
正
十
五
年
二
月
六
日
条
）

�〔
将

軍

〕

し
や
う
く
ん〔
参

内

〕

さ
ん
た
い
あ
り
。
…
…
。〔

進

物

〕

し
ん
も
つ〔
白

金

〕

し
ろ
か
ね
千
ま
い
。

女
ゐ
ん
の
御
所
へ
二
百
ま
い
。
宮
の
御
か
た
へ
百
ま
い
。
女
御
の
御
か

た
へ
百
ま
い
。
新
大
す
け
殿
。
こ
ん
す
け
殿
。
御
み
つ
御
れ
う
人
。

め
ゝ
す
け
殿
。
大
御
ち
の
人
三
十
ま
い
つ
ゝ
。
長
は
し
五
十
枚
。
し
ん

な
い
し
殿
二
十
ま
い
。
い
よ
殿
十
ま
い
。
こ
や
。〔
出

雲

〕

い
つ
も
五
枚
つ
ゝ
。

〔

末

衆

〕

す
ゑ
し
ゆ
う
。
御
物
し
。〔
女

嬬

〕

女
し
ゆ
。
し
た
�
�
ま
て
た
ふ
。
…
…
。

（
慶
長
八
年
三
月
二
十
五
日
条
）

�
女
中
へ
も
ち
き
や
う
。
こ
そ
て
ま
い
る
。
し
ゆ
こ
う
。
女
御
小
袖
五
か

さ
ね
。
し
ら
か
の
い
と
卅
き
ん
。
り
や
う
ち
三
百
石
ま
い
る
。
大
す
け
。

な
か
は
し
。
大
御
ち
の
人
百
石
。
残
み
な
五
十
石
也
。
…
…
。

（
慶
長
十
六
年
三
月
十
六
日
条
）

右
の
記
事
の
内
、
�
は
関
白
豊
臣
秀
吉
、
�
は
征
夷
大
将
軍
徳
川
家
康
の
参

内
に
際
し
て
の
献
上
物
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
�
・
�
の

記
事
か
ら
、
勾
当
内
侍
は
准
后
や
女
御
に
等
し
い
待
遇
を
受
け
、
大
典
侍
を

は
じ
め
と
す
る
典
侍
格
の
女
房
を
凌
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

は
、
女
房
の
扶
持
高
を
見
て
み
る
と
よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
�
の
記
事

が
そ
れ
で
あ
る
。
大
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
大
御
乳
人
の
三
女
官
は
百
石
を
食

ん
で
い
る
。
参
考
ま
で
に
近
世
末
（
慶
応
元
年
）
の
女
房
の
俸
禄
を
掲
げ
て

み
る
と
、
大
典
侍
が
二
百
石
、
そ
の
他
の
典
侍
は
各
々
百
二
十
石
、
勾
当
内

侍
は
二
百
石
、
そ
の
他
の
内
侍
は
各
々
百
石
、
命
婦
の
筆
頭
で
あ
る
伊
予
は

百
石
、
命
婦
の
二
�
（
勾
当
内
侍
付
）
で
あ
る
大
御
乳
人
は
二
百
石
、
そ
の
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他
の
命
婦
は
六
十
石
と
な
っ
て
い（
１３
）
る
。
時
代
に
よ
っ
て
石
高
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
勾
当
内
侍
や
勾
当
内
侍
付
の
大
御
乳
人
が
筆
頭
女
官
で
あ
る
大
典

侍
と
同
等
の
俸
禄
を
食
ん
で
い
た
。
要
す
る
に
、
大
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
大

御
乳
人
は
中
世
後
期
・
近
世
を
通
し
て
宮
中
女
官
の
代
表
的
・
取
締
役
的
な

存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
勾
当
内
侍
は
職
務
が
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
専
属
の
官
女
・
下
男

を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
公
家
日
記
か
ら
読
み
取
れ
る
。

�
…
…
、
次
長
橋
局
之
官
女
あ
ち
や
�
�
煩
之
間
、
脈
取
之
、
…
…
、

（『
言
継
�
記
』
永
禄
九
年
三
月
二
十
五
日
条
）

�
…
…
、
禁
中
大
御
乳
人
愛
洲
薬
所
望
間
、
十
服
遣
了
、
長
橋
殿
官
女
シ

テ
遣
了
、
験
気
之
由
也
、
…
…
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
六
年
正
月
二
十
五
日
条
）

�
…
…
、
長
橋
殿
内
右
京
大
夫
ヨ
リ
杉
原
十
帖
送
了
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
六
年
四
月
十
日
条
）

�
…
…
、
長
橋
殿
へ
参
了
、
御
局
へ
一
頭
切
・
快
気
散
進
了
、
同
官
女
右

京
大
夫
・
新
大
夫
・
茶
々
・
タ
ツ
・
久
助
・
同
ア
ヤ
ヽ
・
御
コ
ヤ
ノ
ウ

ハ
等
十
服
ツ
ゝ
遣
了
、
…
…
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
六
年
九
月
二
十
七
日
条
）

�
…
…
、
長
橋
殿
内
三
左
衛
門
尉
ヨ
リ
薬
取
来
間
、
猶
三
包
遣
了
、
…
…
、

（『
言
経
�
記
』
慶
長
六
年
十
一
月
九
日
条
）

こ
の
よ
う
に
、
命
婦
の
大
御
乳
人
や
女
嬬
の
右
京
大
夫
等
の
多
数
の
官
女
が

勾
当
内
侍
の
職
務
を
補
佐
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
勾
当
内
侍
の
職
掌
や
宮
廷
内
で
の
地
位
を

考
え
合
せ
る
と
、
勾
当
内
侍
が
『
御
湯
殿
』
の
総
轄
者
と
し
て
如
何
に
相
応

し
い
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
勾
当
内
侍
の
職
掌
が
『
御
湯
殿
』
の
記

事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

四

女
房
名
の
敬
称
有
無
に
つ
い
て

『
御
湯
殿
』
の
女
房
名
に
は
、

�
…
…
。
あ
さ
か
れ
い
ま
い
る
。
大
す
け
殿
。
な
か
は
し
。〔

伊
予
〕

い
よ
殿
御
ま

わ
り
。
…
…
。

（
天
正
十
五
年
三
月
三
日
条
）

の
よ
う
に
、
敬
称
「
殿
」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
な
い
女
房
は
限
定
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
勾
当
内
侍
（
長
橋
局
）・
大
御
乳
人
・
右
京
大
夫
に
は
敬

称
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
示
す
表
は
『
御
湯
殿
』（
続
群
書
類
従
本
）

に
お
け
る
女
房
名
の
敬
称
有
無
に
つ
い
て
の
統
計
で
あ
る
が
、
表
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
大
典
侍
に
比
べ
勾
当
内
侍
（
長
橋
局
）・
大
御
乳
人
・
右

京
大
夫
に
は
ほ
と
ん
ど
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
日
記
の
編
集
に
携
っ
て

い
る
女
房
に
は
敬
称
が
付
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
中
世
女
流
日
記
文
学
の
『
弁
内
侍
日
記
』
や
近
世

ナ
カ
ヤ
マ
イ
サ
コ

セ
イ
カ
ン
イ
ン

後
期
の
『
中
山
績
子
日
記
（「
心
お
ほ
え
」）』、『
長
橋
局
日
記
』、『
静
寛
院

ノ
ミ
ヤ

オ

ソ
バ

オ
シ
ノ
コ
ウ
ジ
ナ
ミ
コ

宮

御
側
日
記
（「
心
お
ほ
え
」）』、『
押
小
路
甫
子
日
記
（「
心
お
ほ
え
」）』

等
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
例
を
次
に
示
し
て
み
た
い
。

�
宝
治
三
年
正
月
一
日
、
寅
の
時
四
方
拝
な
り
。
清
涼
殿
へ
出
で
さ
せ
給

ふ
御
と
も
に
按
察
の
三
位
殿
、
中
納
言
の
す
け
殿
、
勾
当
の
内
侍
殿
。

奉
行
宗
雅
。
春
の
は
じ
め
の
事
が
ら
、
ま
こ
と
に
め
で
た
く
て
弁
内
侍
、

今
日
に
な
る
時
を
ば
春
の
は
じ
め
と
て

い
の
り
な
れ
た
る
方
も
か
し
こ
し

（『
弁
内
侍
日
記
』
七
七
・
四
方
拝
）

	
御
機
嫌
御
よ
し
�
�
仁
孝
天
皇
様
御
十
三
聖
忌
ニ
付
観
行
院
殿
は
し
め
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よ
り
御
心
さ
し
あ
た
ゝ
か
き
品
大
す
け
（
記
主
・
中
山
績
子
―
※
北
上

注
）
新
す
け
殿
宰
相
典
侍
殿
長
橋
殿
伊
予
殿
越
後
殿
能
と
殿
駿
河
殿
よ

り
金
五
百
疋
知
定
は
し
め
へ
三
百
疋
是
も
観
行
院
殿
へ
も
た
セ
上
御
菓

子
料

（『
中
山
績
子
日
記
』
安
政
五
年
正
月
二
十
四
日
条
）

�
…
…
。
初
夜
半
過
し
よ
く
は
れ
候
て
こ
わ
く
こ
の
御
せ
ん
御
風
き
に
あ

ら
さ
れ
候
ゆ
へ
花
鳥
の
御
間
へ
い
つ
る
。
御
は
い
せ
ん
按
察
使
典
侍
殿
、

長
は
し
、
大
御
乳
人
也
。
…
…
。

（『
長
橋
局
日（
１４
）
記
』
安
政
六
年
正
月
十
五
日
条
）

�
御
所

宮
様
（
和
宮
親
子
内
親
王
―
※
北
上
注
）
御
機
嫌
よ
し
長
橋
殿

御
参
り
直
に
御
対
面
御
口
上
も
御
伺
遊
は
し
候
薙
髪
の
か
た
�
�
も

追
々
御
い
と
ま
か
た
�
�
御
手
伝
に

御
参
り
御
賑
々
也
長
橋
殿
夕
か
た
帰

り
御
参
り
の
事
御
下
向
に
付

宮
様

よ
り
め
て
度
能
と
殿
嗣
子
（
記
主
・

庭
田
嗣
子
―
※
北
上
注
）
へ
紅
梅
し

ゆ
ち
ん
裏
御
な
か
そ
ふ
…
…
（『
静

寛
院
宮
御
側
日
記
』
文
久
元
年
十
月

十
九
日
条
）

右
の
条
文
か
ら
、
記
主
自
身
に
は
敬
称

が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
、

『
御
湯
殿
』
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
の

で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
、

自
分
自
身
に
敬
称
を
付
す
こ
と
は
し
な
い

で
あ
ろ
う
。『
御
湯
殿
』
も
同
じ
く
、
総

轄
者
以
下
、
日
記
作
成
関
係
者
に
は
敬
称

が
付
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
上
記
の
条
文
に
共
通
す
る

点
を
挙
げ
れ
ば
、
女
房
名
の
列
挙
に
際
し
て
典
侍
・
内
侍
・
命
婦
の
順
に
記

さ
れ
、
更
に
典
侍
・
内
侍
・
命
婦
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
序
列
に
従
っ
て
記
名

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
御
湯
殿
』
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
、
厳
格
な

序
列
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、『
御
湯
殿
』
の
執
筆
・
編
集
に
携
っ
た
女
房
に
は
敬
称
が
付

さ
れ
ず
、
主
に
勾
当
内
侍
・
大
御
乳
人
・
右
京
大
夫
ら
が
執
筆
・
編
集
者
と

推
定
で
き
る
。

五

『
御
湯
殿
上
日
記
』
と
『
長
橋
局
日
記
』

と
の
関
係
に
つ
い
て

『
御
湯
殿
』
の
廃
絶
し
た
後
に
も
内
裏
女
房
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
日
記
が
、

典
侍
・
内
侍
・
命
婦
の
日
記
と
し
て
其
々
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、『
中
山

績
子
日
記
（「
心
お
ほ
え
」）』・『
庭
田
嗣
子
日
記
』（『
静
寛
院
宮
御
側
日

記
』）、『
長
橋
局
日
記
』（
以
下
、『
長
橋
局
』）・『
御
内
儀
日
記
』（『
孝
明
天

皇
女
房
房
子
日
記
』『
中
将
内
侍
房
子
記
』『
高
野
房
子
記
』）、『
押
小
路
甫

イ
チ
ヨ
ウ

子
日
記
（「
心
お
ほ
え
」）』（
以
下
、『
押
小
路
』）・『
鴨
脚
昭
子
日
記
（「
心

お
ほ
え
」）』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
記
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
典
侍
に
よ
る
『
中
山
績

子
日
記
』
は
天
皇
の
動
静
・
御
内
儀
の
こ
と
に
関
し
て
詳
細
で
あ
る
が
、
公

事
・
進
献
等
の
公
的
な
記
載
に
乏
し
い
。
翻
っ
て
、
勾
当
内
侍
等
に
よ
る

『
長
橋
局
』
や
命
婦
・
大
御
乳
人
に
よ
る
『
押
小
路
』
は
公
事
・
進
献
に
つ

い
て
詳
し
く
、
長
橋
局
・
大
御
乳
人
の
職
掌
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
さ
し

く
、
こ
の
後
者
の
日
記
は
『
御
湯
殿
』
と
同
じ
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

その他

６８３

８

１８

０

０

「殿」なし

８１２

１３２

４９０５

５３７

４０

「殿」あり

７６３

３２

６３

０

０

女房名

大典侍

勾当内侍

長橋局

大御乳人

右京大夫
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『
長
橋
局
』
に
つ
い
て
『
国
史
大
辞
典
』（
第
十
巻

吉
川
弘
文
館
）
に
は
、

「
勾
当
内
侍
、
す
な
わ
ち
長
橋
局
と
そ
の
付
属
の
女
房
が
執
筆
し
た
職
掌
日

記
。
…
…
（
中
略
）
…
…
性
格
的
に
は
御
湯
殿
上
日
記
の
後
を
う
け
て
書
き

継
が
れ
た
日
記
で
、
記
載
形
式
・
文
体
な
ど
同
日
記
に
な
ら
い
、
天
皇
の
動

静
を
は
じ
め
、
禁
中
の
公
事
・
進
献
・
女
房
の
進
退
な
ど
が
い
わ
ゆ
る
女
房

詞
を
用
い
て
仮
名
交
じ
り
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
ま
た
、

日
記
の
冊
子
の
末
尾
に
間
々
「
清
書
す
み
候
也
」
な
ど
の
注
記
が
見
ら
れ
、

本
書
が
草
稿
本
で
あ
る
こ
と
と
、
別
に
清
書
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺

え
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
お
い
て
原
本
を
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
記
載

形
式
・
文
体
と
も
に
『
御
湯
殿
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
草
稿
本
に
は

「
勾
当
内
侍
と
の
ゝ
し
る
す
」「
少
将
内
侍
と
の
ゝ
し
る
す
」
と
条
々
の
末
尾

に
記
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
女
房
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
清
書
本
に
は
、
草
稿
本
の
よ
う
に
一
々
執
筆
担
当
者
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
草
稿
本
が
現
存
す
る
た
め
に
執
筆
を
担
当
し
た
女
房
が
特

定
可
能
で
、
複
数
の
女
房
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
御
湯
殿
』
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
と
、

『
御
湯
殿
』
に
も
草
稿
本
・
清
書
本
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
草
稿
本
に
は
執
筆
担
当
者
が
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
勾
当
内
侍
に

よ
っ
て
編
集
時
に
加
筆
・
修
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
執
筆
担
当
者
の
名
前
も

削
除
さ
れ
、
清
書
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
記
編
集
の
総

轄
者
は
、
加
筆
・
修
正
時
に
誤
り
や
文
意
の
不
明
な
も
の
な
ど
を
明
記
さ
れ

た
執
筆
担
当
者
に
質
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で

執
筆
者
が
草
稿
本
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
「
御
湯
殿
上
記
御
下
書
」（
勅
一
五
七
―
九

六
）
な
る
も
の
が
伝
存
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

十
二
日
は
る
ゝ
け
ふ
な
い
し
所
の
せ
ん
さ
日
時
さ
た
め
の
ち
人
の
き
を

こ
な
は
る
そ
う
も
ん
以
下
の

あ
り
こ
と
は
御□

次
第
に
み
え
た
り
上
け
い
お
ほ
い

の
御
門
大
納
言
つ
ね
み
つ
の
�
へ
ん
か
た
な
か
し
き
し
す
け
か
と

（
寛
文
三
年
正
月
十
二
日
条
）

右
の
よ
う
な
も
の
で
、
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
が
草
稿
本
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。『
御
湯
殿
』
に
お
い
て
も
、

下
書
き
が
作
成
さ
れ
、
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
た
後
に
清
書
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
こ
の
「
下
書
」
の
存
在
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
御
湯
殿
』
と
『
長
橋
局
』
の
性
格
的
類
似
点
を
挙
げ
れ
ば
、
朝

家
の
正
統
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
松
薗
斉
氏
は
、「
日
記
の
家
」
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
中
で
、「
家
記
」
を

所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
廷
内
に
お
け
る
儀
式
・
政
務
の
場
で
の
発
言
権

を
強
化
し
、
ひ
い
て
は
家
の
発
展
・
存
続
の
基
盤
確
立
に
つ
な
が
る
と
論
じ

て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
中
期
以
降
、
中
世
に
か
け
て
の
天
皇
・
天

皇
家
を
「
日
記
の
家
」
の
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
、
と
く
に
南
北
朝
以
後
の
皇

統
の
分
立
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
天
皇
家
に
集
積
さ
れ
た

「
家
記
」
は
天
皇
の
「
家
」
と
し
て
の
正
統
性
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ（
１５
）
る
。『
御
湯
殿
』
は
後
土
御
門
院
の
御

代
よ
り
始
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
土
御
門
院
の
父
帝
で
あ
る
後
花

園
院
は
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
王
子
と
し
て
降
誕
さ
れ
、
後
小
松
院
の
猶
子
と

な
ら
れ
践
祚
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
長
橋
局
』
は
孝
明
天
皇
の
御
代
の
安

政
五
年
よ
り
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
記
主
で
あ
る
高
野
房
子
が
嘉
永

五
年
よ
り
『
長
橋
局
』
と
同
様
の
形
式
に
よ
る
『
孝
明
天
皇
女
房
房
子
日

記
』
を
記
し
て
い
る
の
で
、
実
質
は
嘉
永
五
年
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
し
て
、
嘉
永
五
年
は
孝
明
天
皇
践
祚
の
六
年
後
で
、
後
桃
園
院
の
皇
女
で

光
格
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
欣
子
内
親
王
（
新
清
和
門
院
）
が
崩
御
さ
れ
た
六

年
後
で
あ
っ
た
。
孝
明
天
皇
の
祖
父
帝
で
あ
る
光
格
天
皇
は
閑
院
宮
典
仁
親

王
の
王
子
と
し
て
隆
誕
さ
れ
、
後
桃
園
院
の
猶
子
と
な
っ
て
践
祚
さ
れ
、
後

桃
園
院
の
皇
女
で
あ
る
欣
子
内
親
王
を
中
宮
と
さ
れ
た
。
因
み
に
、
欣
子
内

親
王
付
き
女
房
に
よ
っ
て
女
房
日
記
が
記
さ
れ
て
お（
１６
）
り
、『
御
湯
殿
』
の
後

を
補
完
す
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、『
御
湯
殿
』『
長
橋
局
』
も
皇
統
の
流
れ

に
変
化
が
生
じ
た
の
と
連
動
し
て
始
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ（
１７
）
る
。『
長
橋

局
』
は
後
花
園
院
に
は
じ
ま
る
伏
見
宮
後
祟
光
院
流
の
皇
統
を
引
く
欣
子
内

親
王
（
光
格
天
皇
は
閑
院
流
の
皇
統
）
の
崩
御
の
六
年
後
か
ら
執
筆
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
藤
田
覚
氏
は
、『
小
夜
聞
書
』
か
ら
以
下
の
こ
と
を
導
き

出
し
て
お
ら
れ（
１８
）
る
。
つ
ま
り
、
光
格
天
皇
は
閑
院
宮
家
よ
り
養
子
と
な
っ
て

皇
統
を
嗣
い
だ
の
で
、
天
皇
家
の
血
筋
・
血
脈
が
遠
く
な
り
、
廷
臣
や
幕
府

か
ら
軽
く
見
ら
れ
軽
く
扱
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
花
園
院
・
後
土

御
門
院
も
同
様
な
境
遇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
皇
家
の
事

情
に
お
い
て
、「
記
録
」
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
の
は
自
然
の
趨
勢
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
そ
の
要
求
に
応
じ
る
形
で
『
御
湯
殿
』『
長
橋
局
』
が
書
か

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
花
園
天
皇
以
降
は
皇
統
も
一
本
化
し
、
皇
位
継
承
も
安
定
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
御
湯
殿
』
も
成
立
の
初
期
段
階
を
過
ぎ
る

と
朝
家
の
正
統
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
は
希
薄
と
化
し
、『
長

橋
局
』
も
『
御
湯
殿
』
と
同
様
で
、
む
し
ろ
次
に
示
す
公
事
奉
行
に
資
す
る

と
い
う
性
格
が
濃
く
な
っ
て
行
く
。

�
…
…
、
今
夜
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
也
、
…
…
、此
記
之
類
残
分
三
冊

数
十
帖
其
数
分

明
不
覚
、

�
近
年
為
壹
本
続
加
書
状
等
記
又
数
十
巻
、
明
応
九
年
七
月
廿
八
日
、

京
都
大
焼
亡
時
焼
失
了
、（『

宣
胤
�
記
』
延
徳
元
年
十
月
十
六
日
条
）

と
中
御
門
宣
胤
の
記
録
に
見
え
る
よ
う
に
、
戦
火
に
よ
っ
て
記
録
類
の
多
く

が
焼
失
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
中
御
門
家
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
多
く
の
廷
臣
の
家
記
も
焼
失
を
免
れ
得
な
か
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
公
事
奉
行
に
資
す
る
為
の
記
録
が
要
求
さ
れ
、

『
御
湯
殿
』
に
そ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
御
湯
殿
』『
長
橋
局
』
の
成
立
背
景
に
は
、
先
に
示
し
た
皇
統
の
変
化
と

と
も
に
幕
府
権
力
の
変
化
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
御
湯
殿
』
の
成

立
し
た
後
土
御
門
院
の
御
代
に
は
応
仁
の
乱
に
よ
る
幕
府
権
力
の
衰
退
が
顕

著
と
な
り
、『
長
橋
局
』
成
立
の
孝
明
天
皇
の
御
代
に
は
異
国
船
来
航
に

よ
っ
て
尊
皇
攘
夷
の
気
運
が
高
ま
り
、
幕
府
権
威
の
翳
り
と
皇
室
権
威
の
高

揚
と
い
う
朝
幕
の
権
力
関
係
の
逆
転
現
象
が
生
じ
た
。
高
埜
利
彦
氏
は
、
近

世
後
期
の
朝
幕
関
係
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
中
で
、「
社
会
の
側
が
内
憂
外
患

と
呼
ば
れ
る
国
内
外
の
危
機
感
を
強
め
る
状
況
の
も
と
で
、
幕
府
権
威
に

と
っ
て
代
る
権
威
を
求
め
は（
１９
）
じ
」
め
、「
幕
府
の
持
つ
国
家
権
力
と
し
て
の

権
威
が
、
き
び
し
い
内
憂
外
患
の
な
か
で
翳
り
を
落
と
し
は
じ
め
る
の
に
反

比
例
し
て
、
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
は
自
立
し
浮
上
し
て
い
く
こ
と
に
な（
２０
）
る
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
朝
廷
の
幕
府
に
対
す
る
権
力
奪
還
の
備
え

と
し
て
、
政
事
に
関
す
る
確
固
と
し
た
「
記
録
」
が
必
要
と
さ
れ
は
じ
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
情
勢
と
両
日
記
の
成
立
は
密
接
に
関

係
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
皇
統
の
変
化
と

い
う
「
内
的
要
因
」
と
朝
幕
間
に
お
け
る
政
事
権
力
の
変
化
に
起
因
す
る

「
外
的
要
因
」
に
よ
っ
て
女
房
日
記
の
性
格
も
変
化
す
る
こ
と
が
『
御
湯
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殿
』『
長
橋
局
』
の
両
日
記
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
御
湯
殿
』
は
、

�
…
…
、
典
薬
頭
親
就
朝
臣
去
三
日
申
御
礼
、
於
御
三
間
馬
道
御
対
面
、

恒
例
事
也
、
件
之
道
近
年
自
御
懸
参
入
云
々
、
然
今
度
、
自
殿
上
経
東

階
前
参
上
、
不
被
得
其
意
之
由
仰
候
処
、
曾
他
之
道
無
覚
悟
由
間
、
御

湯
殿
上
日
記
等
召
出
、
其
年
去
々
年
此
分
也
、
雖
然
猶
不
能
承
引
、
緩

怠
之
間
、
為
御
罪
科
可
被
止
寮
頭
、
次
座
如
何
之
由
仰
也
、
…
…
、
逆

鱗
猶
不
安
間
、
明
日
於
勾
当
局
堅
被
召
仰
、
至
承
伏
者
可
有
寛
宥
之
御

沙
汰
、
若
又
猶
存
緩
怠
者
、
沙
汰
之
限
也
、
…
…
、

（『
元
長
�
記
』
永
正
七
年
正
月
十
七
日
条
）

と
公
�
の
日
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
朝
家
の
先
例
・
慣
習
の
典
拠
と
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
一
女
房
の
職
掌
日
記
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
朝
家
に
関
わ

る
人
々
の
共
有
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
女
房
が
執
筆
し
た
も
の
を

勾
当
内
侍
等
の
『
御
湯
殿
』
の
編
集
者
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
編
集
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
記
の
性
質
が
よ
り
公
的
な
性
格
を
整
え
、
先
例
勘
考
の

典
拠
と
し
て
の
性
格
を
保
持
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
日

記
の
性
質
の
変
化
は
、
表
向
き
と
の
交
渉
を
専
ら
と
し
内
外
に
そ
の
権
勢
を

揮
う
「
勾
当
内
侍
」
と
い
う
女
房
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
公
事
奉
行
に
資
す
る
公
的
な
性
質
を
持
つ
『
御
湯
殿
』
に
お
い
て
、

ど
の
女
房
が
執
筆
を
担
当
し
た
か
と
い
う
女
房
内
々
の
私
的
な
こ
と
は
削
除

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
長
橋
局
』
も
ま
た
然
り
で
あ
ろ
う
。

孝
明
天
皇
の
御
代
に
入
る
と
、
外
国
船
の
来
航
・
公
武
合
体
な
ど
国
事
多

難
と
な
り
、
朝
廷
も
幕
府
と
と
も
に
政
事
に
携
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う

な
変
化
に
よ
り
、
朝
廷
の
存
在
が
急
激
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
光
格
天
皇
よ
り
の
皇
統
の
変
化
で
盤
石
と
言
え
な
い
朝
廷
に

お
い
て
、
公
武
合
体
に
お
け
る
朝
廷
政
事
の
記
録
と
し
て
『
長
橋
局
』
が
記

さ
れ
、
ま
た
安
政
以
後
に
多
く
の
女
房
日
記
が
執
筆
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ

ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
御
湯
殿
』『
長
橋
局
』
を
併
せ
て
検
討
し
、
ま
た
『
長

橋
局
』
の
特
質
を
捉
え
た
上
で
『
御
湯
殿
』
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

形
式
・
性
格
と
も
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
勾
当
内
侍
を
筆

頭
と
し
て
、
そ
の
他
の
多
く
の
女
房
に
よ
り
公
事
・
進
献
等
に
つ
い
て
相
補

い
な
が
ら
詳
細
に
記
さ
れ
、
朝
家
の
先
例
・
慣
習
の
典
拠
と
な
る
日
記
へ
と

至
ら
し
め
ら
れ
、「
朝
廷
の
公
事
奉
行
に
資
す
る
記
録
」「
皇
統
を
正
統
性
付

け
る
も
の
」「
朝
幕
間
に
お
け
る
政
事
的
交
渉
の
備
忘
録
」
と
し
て
の
性
格

を
備
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
か
ら
五
ま
で
執
筆
者
・
執
筆
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
き
た
が
、

結
局
、
勾
当
内
侍
や
勾
当
内
侍
付
き
の
官
女
等
の
記
録
物
を
専
門
に
扱
う
女

房
に
よ
っ
て
確
固
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
、
そ
の
構
成

員
に
よ
っ
て
執
筆
・
編
集
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
。

そ
し
て
、
記
録
物
を
扱
う
勾
当
内
侍
は
、
そ
の
立
場
か
ら
男
官
の
記
し
た
記

録
物
を
取
り
集
め
、『
御
湯
殿
』
作
成
に
引
勘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
方
法
で
多
く
の
資
料
を
引
勘
し
執
筆
・
編
集
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

公
事
に
供
さ
れ
先
例
・
故
実
の
典
拠
と
な
る
日
記
が
成
立
し
得
た
の
で
あ
る
。

三
百
五
十
年
間
、
記
事
が
一
定
で
あ
る
の
も
上
述
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
女
房
が
輪
番
で
記
し
て
い
た
な
ら
ば
、
記
事
の
一
定
さ
は
保
た
れ
ず
、

女
流
日
記
文
学
の
よ
う
に
個
人
的
感
懐
・
感
情
の
表
出
が
多
く
み
ら
れ
る
に

至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
今
後
の
課
題
と
問
題
点
を
掲
げ
て
擱
筆
し
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た
い
。

和
田
英
松
博（
２１
）
士
や
是
澤
恭
三（
２２
）
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、『
御
湯

殿
』
中
に
宸
筆
と
思
わ
れ
る
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

�
文
亀
三
基
治
い
と
こ
歟
為
頼
昇
殿
之
時
、
同
四
年
等
被
経
御
沙
汰
之
處
、

基
治
父
祖
既
昇
殿
之
上
者
、
不
及
是
非
之
由
、
御
湯
殿
之
上
御
記
に
、

先
皇
被
染
御
筆
一
巻
被
見
了
、
雖
然
御
対
面
之
事
慥
不
見
之
間
、
如
何

之
由
被
仰

（『
言
継
�
記
』
天
文
十
七
年
正
月
十
二
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
御
湯
殿
』
が
「
御
記
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
の
「
御
記
」
と
は
部
分
的
に
宸
筆
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
敬
称
で

あ
っ
て
、『
宇
多
天
皇
御
記
』
と
言
っ
た
よ
う
な
日
記
全
体
を
「
御
記
」
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
原
本
・
写
本
と
も
に
外
題
に
は
「
御
湯
と
の
ゝ
上
の
日
記
」「
御
湯
と

の
ゝ
上
の
記
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
御
湯
殿
』
が
全
て
「
御
記
」
で

あ
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
先
皇
被
染
御
筆
」
と
示
す
必
要
は
無
い
わ
け
で

あ
る
。
本
来
は
女
房
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
敢
え
て

「
御
記
」
と
示
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
は
、
醍
醐
天
皇
の

皇
后
・
藤
原
穏
子
に
よ
る
『
太
后
御
記
』
に
も
み
ら
れ
る
。「
御
記
」
で
あ

る
が
、
実
際
は
穏
子
皇
后
に
奉
仕
す
る
女
房
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い（
２３
）
る
。

ま
た
、
和
田
英
松
博
士
は
、
後
柏
原
院
・
後
奈
良
院
・
正
親
町
院
の
宸
筆

が
『
御
湯
殿
』
中
に
部
分
的
に
認
め
ら
れ
、
正
親
町
院
は
『
御
湯
殿
』
を
抄

録
し
儀
式
や
行
事
の
部
類
記
を
作
成
さ
れ
た
と
示
し
て
お
ら
れ（
２４
）
る
。
し
か
し
、

『
御
湯
殿
』
の
記
録
期
間
中
に
お
い
て
、
後
土
御
門
院
・
明
正
院
（
女
帝
）・

後
光
明
院
・
東
山
院
・
仁
孝
天
皇
を
除
い
て
歴
代
の
宸
記
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
宸
記
は
、
ま
と
ま
っ
た
記
載
期
間
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く

が
儀
式
や
行
事
の
別
記
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
き
な
問

題
と
な
る
の
が
、
宸
記
と
『
御
湯
殿
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宸
記

と
『
御
湯
殿
』
の
相
補
関
係
の
有
無
や
朝
廷
に
お
け
る
両
記
録
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
で
あ
る
。

松
薗
斉
氏
は
、
先
に
挙
げ
た
�
の
記
事
か
ら
「「
先
皇
」（
後
柏
原
天
皇
）

が
『
御
湯
殿
上
日
記
』
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
は
く
、
集
積
・
相
伝

さ
れ
て
い
た
こ
の
日
記
が
天
皇
サ
イ
ド
で
引
勘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

決
し
て
廷
臣
も
利
用
可
の
開
か
れ
た
日
記
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
日
記
は
女
房
の
輪
番
と
い
う
一
見
古
代
の
公
日
記
的
な
側
面
を

持
っ
て
い
て
も
、
本
質
的
に
は
天
皇
自
身
の
日
記
の
行
為
と
密
着
し
た
存
在

で
あ
っ
た
と
い
え
よ（
２５
）
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
御
湯
殿
』
に

は
早
い
段
階
で
廷
臣
に
よ
っ
て
写
本
が
作
成
さ
れ
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
決
し
て
秘
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
一
條

家
本
（
元
亀
三
年
記
・
副
本
）
の
奥
書
に
は
「
右
ゆ
と
の
ゝ
う
え
の
記
正
本

禁
中
献
上
了
。
正
本
尤
女
房
之
筆
也
。」
と
あ
り
、
早
い
段
階
に
禁
中
よ

り
一
條
家
へ
と
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
後
西
院
に
よ
る
禁
中
御

文
庫
記
録
書
写
事
業
に
お
い
て
も
元
亀
三
年
分
は
欠
本
と
な
っ
て
お
り
、
後

年
の
禁
中
火
災
に
お
い
て
『
御
湯
殿
』
の
原
本
が
焼
失
（
貞
享
九
年
以
前
の

『
御
湯
殿
』
は
後
西
院
に
よ
る
写
本
が
遺
存
）
し
、
一
條
家
よ
り
禁
中
へ
原

本
（
正
本
）
が
献
納
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
元
亀
三
年
分
は
禁
中

火
災
に
よ
っ
て
も
難
を
逃
れ
、
原
本
が
遺
存
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
藤
波
家

本
・
滋
野
井
家
本
・
勧
修
寺
家
本
・
鷹
司
本
・
近
衛
家
本
・
柳
原
家
本
・
三

條
家
本
・
押
小
路
家
（
地
下
官
人
で
太
政
官
大
外
記
お
よ
び
明
経
博
士
の

家
）
本
・
前
田
家
本
な
ど
五
十
種
余
り
の
写
本
が
知
ら
れ
る
。『
御
湯
殿
』

の
流
布
本
の
数
と
�
の
記
事
を
考
え
合
せ
る
と
、『
御
湯
殿
』
は
廷
臣
も
利

―６７―



用
可
能
な
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
歴

代
の
宸
記
は
写
本
も
皆
無
に
等
し
く
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
今
な
お
秘

蔵
さ
れ
て
い
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
に
霊
元
院
の
御
蹟
な
る
「
後
水
尾
法
皇
八
十
御
賀
の
記
」

（
延
宝
三
年
十
一
月
十
四
日
）
の
草
稿
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は

表
紙
の
左
端
右
下
に
小
さ
く
「
女
房
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
蹟
か
ら

「
霊
元
院
宸
記
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
文
体
は
仮
名
書
き
で
あ
る

た
め
、
一
見
す
る
と
女
房
日
記
に
見
紛
う
。『
御
湯
殿
』
同
日
条
を
見
て
み

る
と
、
法
皇
八
十
御
賀
に
つ
い
て
詳
記
さ
れ
て
い
る
。
何
故
に
「
後
水
尾
法

皇
八
十
御
賀
の
記
」
に
「
女
房
記
」
と
記
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

想
像
を
�
し
く
す
れ
ば
、『
御
湯
殿
』
の
同
日
条
の
別
記
的
な
性
格
を
有
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
実
質
は
天
皇
の
御
蹟
に
な
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、『
御
湯
殿
』
の
立
前
上
は
女
房
が
記
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の

で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
女
房
記
」
と
記
さ
れ
た
の
で
は
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
宸
筆
の
女
房
奉
書
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き

る
。
天
皇
が
わ
ざ
わ
ざ
仮
名
に
よ
る
散
し
書
き
で
筆
を
染
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
室
町
期
に
お
い
て
女
房
の
欠

員
の
慢
性
化
の
た
め
に
、
天
皇
御
自
ら
『
御
湯
殿
』
の
記
録
作
業
に
加
勢
さ

れ
、
ま
た
は
不
備
を
補
わ
れ
る
為
に
『
御
湯
殿
』
の
別
記
的
な
も
の
を
作
成

さ
れ
、
も
し
く
は
『
御
湯
殿
』
の
日
次
記
事
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
宸
記

を
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、「
儀
式
・
行
事
の

復
興
」
と
「
そ
の
足
跡
た
る
記
録
」
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
検
討
を
加
え
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。

福
長
進
先
生
は
、『
栄
花
物
語
』
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
中
で
、
女
房
日
記

と
歴
史
物
語
の
関
係
を
検
討
さ
れ
、「
栄
花
物
語
が
紫
式
部
日
記
の
敦
成
親

王
誕
生
の
記
録
を
取
用
し
て
初
花
巻
の
叙
述
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
だ
が
、
他
に
、
今
日
遺
存
し
て
い
な
い
多
く
の
女
房
日
記
が
収
用
さ

れ
て
い（
２６
）
る
」
と
示
し
て
お
ら
れ
る
。
先
生
の
御
論
稿
を
拝
読
し
て
想
起
さ
れ

る
の
が
、
近
世
後
期
に
お
け
る
女
房
日
記
の
環
境
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女

房
間
に
お
い
て
日
記
の
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
実
例
は
『
押
小
路
』
に
見
ら
れ
る
。『
押
小
路
』
は
安
政
六
年
正

月
よ
り
始
筆
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
記
主
で
あ
る
甫
子
が
何
ら
か
の
理

由
で
記
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
は
、
日
記
の
表
紙
に
「
慶
応
元
丑
年

七
月
よ
り
十
二
月
二
十
九
日
�

越
後
殿
心
覚
う
つ
し
置

甫
子
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
僚
の
女
房
で
あ
る
命
婦
の
越
後
・

鴨
脚
昭（
２７
）
子
の
日
記
を
写
し
て
い
る
。
表
向
き
に
携
る
勾
当
内
侍
付
の
大
御
乳

人
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
他
の
女
房
日
記
の
借
り
受
け
が
可
能
と
な
り
得
、

ま
た
公
的
な
女
房
日
記
で
あ
る
『
長
橋
局
』
の
執
筆
材
料
と
し
て
供
す
る
必

要
か
ら
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、「
個
」
の

日
記
で
は
な
く
、「
公
」「
職
掌
」
的
な
性
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

畢
竟
す
る
に
、
没
個
性
的
な
性
格
と
な
る
訳
で
あ
る
。『
御
湯
殿
』
も
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
男
官
の
記
録
と
と
も
に
、
今
日
に
遺
存
し
な
い
多

く
の
女
房
日
記
（『
御
湯
殿
』
に
収
用
さ
れ
た
為
に
、
結
果
と
し
て
個
々
の

女
房
日
記
は
遺
存
し
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
）
が
収
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
御
湯
殿
』
の
よ
う
に
女
房
日
記
が
記
録
的
に
な
る
一
因
と
し

て
、
女
性
の
資
産
管
理
能
力
が
訓
練
さ
れ
、
中
世
の
女
性
が
実
務
化
し
た
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
論
題
か
ら
外
れ
る
の
で
詳
し
く
は
述
べ
な
い

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
主
に
女
性
史
の
分
野
か
ら
脇
田
晴
子（
２８
）
氏
や
田
端
泰

子（
２９
）
氏
が
、
国
文
学
の
分
野
か
ら
岩
佐
美
代
子（
３０
）
氏
が
、
法
制
史
の
分
野
か
ら
中
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田
薫（
３１
）
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
先
例
勘
考
の
典
拠
と
さ
れ
る

『
御
湯
殿
』
の
執
筆
を
女
房
に
委
ね
ら
れ
、
勾
当
内
侍
が
そ
の
任
務
に
応
え

得
た
の
も
、
先
学
諸
氏
が
示
し
て
お
ら
れ
る
中
世
の
女
性
の
社
会
進
出
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
御
湯
殿
』
記
事
中
に
年
貢
出
納

に
関
す
る
記
事
等
が
多
々
見
え
る
こ
と
か
ら
も
頷
け
よ
う
。

本
稿
に
お
い
て
、
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
女
房
日
記
の
系
譜
の
上
に

実
務
化
し
た
中
世
の
女
房
に
よ
っ
て
新
た
な
る
日
記
の
環
境
が
形
作
ら
れ
、

確
固
と
し
た
構
成
員
に
よ
っ
て
公
事
奉
行
に
資
す
る
先
例
勘
考
の
典
拠
た
る

『
御
湯
殿
』
が
規
則
的
に
執
筆
・
編
集
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

得
た
。
今
回
は
、
勾
当
内
侍
と
一
部
の
女
房
に
し
か
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、

稿
を
新
た
に
し
て
中
世
・
近
世
の
後
宮
や
女
房
制
度
を
更
に
明
ら
か
に
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

注（
１
）

是
澤
恭
三
氏
「
御
湯
殿
上
日
記
に
就
て
」（『
歴
史
と
国
文
学
』
第
七
巻
五

号

昭
和
七
年
十
一
月
）

（
２
）

和
田
正
夫
氏
「
御
湯
殿
上
日
記
の
研
究
（
上
）」（『
国
史
学
』
第
十
二
号

昭
和
七
年
九
月
）

（
３
）

是
澤
恭
三
氏
「
御
湯
殿
上
日
記
の
構
成
」（『
国
史
学
』
第
四
十
九
・
五
十

号

昭
和
十
九
年
十
月
）

（
４
）

小
高
恭
氏
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
の
基
礎
的
研
究
』（
和
泉
書
院

昭
和
六

十
年
二
月
）

（
５
）

小
高
恭
氏
は
、
同
著
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
の
基
礎
的
研
究
』
の
中
で
、

明
応
九
年
四
月
二
十
八
日
条
の
「
く
わ
し
く
は
こ
う
た
う
内
侍
と
の
ゝ
つ
ほ

ね
に
し
る
し
お
か
る
ゝ
」
と
い
う
記
事
か
ら
、
勾
当
内
侍
は
別
に
日
記
を
記

し
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
寛
永
二
十
一
年
の
表
題
脇
に
「
上
ら
ふ

大
す
け

藤
な
い
し
」
と
い
う
女
房
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勾

当
内
侍
は
『
御
湯
殿
』
の
執
筆
者
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
天
文
五
年
三

月
十
四
日
条
に
「
こ
よ
ひ
女
し
よ
い
あ
り
。（
中
略
）

く
わ
し
き
事
は
へ
ち

に
あ
る
へ
し
」
や
天
文
五
年
二
月
二
十
六
日
条
「
御
し
よ
く
ゐ
あ
り
。（
中

略
）

く
わ
し
き
事
き
ろ
く
に
あ
る
へ
し
。
大
か
た
の
事
也
」、
大
永
六
年
六

月
十
二
日
条
「
ふ
し
み
殿
は
し
め
ま
い
り
て
御
所
�
�
お
と
こ
せ
う
�
�
御

ゆ
い
も
つ
有
。
へ
ち
に
し
る
し
て
あ
り
。（
後
略
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
御

湯
殿
』
に
は
別
記
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
御
湯
殿
』
は
、
公
事
奉
行

に
資
す
る
先
例
勘
考
の
典
拠
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
別
記
が
存
在
す
る
の

は
当
然
の
事
で
あ
る
。
別
記
は
「
こ
う
た
う
内
侍
と
の
ゝ
つ
ほ
ね
に
し
る
し

お
か
る
ゝ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
勾
当
内
侍
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
以
上
か
ら
、
却
っ
て
『
御
湯
殿
』
の
作
成
に
勾
当
内
侍
の
関
与
が
注
目

さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
別
記
に
つ
い
て
は
、
平
安
期
に
太
政
官
の
外
記
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
公
的
な
記
録
で
あ
る
「
外
記
日
記
」
に
「
外
記
別
日
記
」

と
い
わ
れ
る
別
記
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
家
日
記

に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、『
本
源
自
性
院
記
』
元
和
九
年
閏
八
月
十
六
日
条
に

「
今
晩
関
白
宣
下
之
事
ア
リ

、
次
第
�
別
紙
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儀
式
な
ど
の
記

事
は
別
に
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
寛
永
二
十
一
年
の
表
題
脇
に
記
さ
れ
て
い
る
女
房
名
に
つ
い
て
は
、

『
御
湯
殿
』
が
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
草
稿
本
と
清
書
本
が
存
在
し
た
と
す
る

私
の
論
の
主
旨
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
表
題
の
女
房
名
は
日
記
作
成
の
構
成
員

や
清
書
を
担
当
し
た
女
房
名
と
も
考
え
ら
れ
、
直
ち
に
執
筆
者
に
は
結
び
つ

か
な
い
の
で
あ
る
。

（
６
）

脇
田
晴
子
氏
『
日
本
中
世
女
性
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会

平
成
四

年
五
月
）

（
７
）

右
京
大
夫
は
、
三
仲
間
（
命
婦
の
下
の
身
分
の
女
官
）
の
長
で
、
右
京
大

夫
以
下
三
大
夫
は
勾
当
内
侍
に
専
属
し
、
内
政
の
事
に
関
係
し
た
。
諸
方
へ
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出
す
書
状
（
女
房
奉
書
等
）
は
勾
当
内
侍
の
命
を
受
け
右
京
大
夫
以
下
三
大

夫
が
認
め
、
並
一
通
り
で
な
い
能
書
の
人
が
多
く
い
た
。

（
８
）

散
状
に
つ
い
て
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
「
諸
役
を

参
勤
す
る
公
�
・
僧
侶
な
ど
の
人
名
を
列
記
し
た
文
書
の
こ
と
で
交
名
と
も

呼
ば
れ
た
」
と
あ
る
。

（
９
）

下
橋
敬
長
氏
述
・
羽
倉
敬
尚
氏
注
『
幕
末
の
宮
廷
』（
平
凡
社

平
成
七
年

九
月
）、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
・
小
学
館
）

（
１０
）

浅
井
虎
夫
氏
『
新
訂
女
官
通
解
』（
講
談
社

平
成
十
二
年
二
月
）

（
１１
）
「
風
記
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
・
小
学
館
）
に
よ
れ

ば
「
儀
式
そ
の
他
の
諸
事
を
行
な
う
に
先
立
ち
、
占
卜
の
結
果
出
た
決
行
の

日
時
や
、
予
定
さ
れ
る
担
当
者
な
ど
を
記
し
て
上
申
す
る
文
書
」
と
あ
る
。

（
１２
）
「
送
状
」
に
つ
い
て
、『
国
史
大
辞
典
』（
第
二
巻

吉
川
弘
文
館
）
に
は
、

「
物
品
・
金
銭
な
ど
を
送
り
と
ど
け
る
時
に
、
そ
れ
に
添
え
て
、
ま
た
は
別
に

そ
の
品
目
・
数
量
な
ど
の
明
細
を
注
記
し
て
知
ら
せ
る
文
書
。
送
進
状
（
そ

う
し
ん
じ
ょ
う
）・
送
進
文
・
送
文
な
ど
と
も
呼
び
、
ま
た
は
単
に
送
り
と
の

み
い
う
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
荘
園
年
貢
の
送
進
状
で
、「
右
、
所
送
進
如

件
」
と
切
紙
に
書
か
れ
、
端
裏
書
と
し
て
そ
の
到
来
し
た
日
付
が
書
き
込
ま

れ
る
。
預
所
か
ら
年
貢
を
納
め
る
と
き
は
「
右
、
所
納
如
件
」
と
書
い
た
納

状
（
お
さ
め
じ
ょ
う
）
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
送
状
で
も
納
状
で
も
受

け
取
っ
た
側
か
ら
は
請
取
状
が
出
さ
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。（
後

略
）」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
九
年
正
月
十
五
日
条
に
「
あ
ふ
み
の
こ
ん

し
よ
う
寺
よ
り
く
わ
ん
し
ゆ
。
御
か
う
す
い
ま
い
る
。
長
は
し
よ
り
文
い
つ

る
。（
後
略
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
献
上
物
に
対
し
て
長
橋
局
（
勾
当
内
侍
）

か
ら
請
取
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
勾
当
内
侍
の
元
に
は
「
送
状
」
が
届
け
ら

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
請
取
状
」
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１３
）

小
玉
正
任
氏
監
修
、
大
賀
妙
子
氏
校
訂
・
編
集
『
幕
末
公
家
集
成
』（
新
人

物
往
来
社

平
成
五
年
二
月
）

（
１４
）
『
長
橋
局
日
記
』
の
原
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

よ
り
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
至
る
十
ヶ
年
分
、
二
十
八
冊
が
伝
存
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
孝
明
天
皇
記
資
料
と
し
て
、
明
治
二
十
七
年
御
内
儀
本
を

書
写
し
た
写
本
四
冊
が
存
在
す
る
。
本
条
文
に
お
い
て
は
原
本
を
用
い
、
適

宜
句
読
点
を
施
し
た
。

（
１５
）

松
薗
斉
氏
『
日
記
の
家
―
中
世
国
家
の
記
録
組
織
―
』（
吉
川
弘
文
館

平

成
十
二
年
十
月
）

（
１６
）

宮
崎
荘
平
氏
『
女
房
日
記
の
論
理
と
構
造
』（
笠
間
書
院

平
成
八
年
十

月
）

（
１７
）
《
皇
室
系
図
》
…
〈
天
皇
名
…
皇
統
の
移
動
を
表
す
。
天
皇
名
…
『
御
湯

殿
』
の
記
載
期
間
に
お
け
る
在
位
天
皇
。
天
皇
名
…
「
欣
子
内
親
王
女
房
日

記
」
記
載
期
間
に
お
け
る
在
位
天
皇
。
天
皇
名
…
『
長
橋
局
日
記
』
記
載
期

間
に
お
け
る
在
位
天
皇
〉

（
１８
）

藤
田
覚
氏
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社

平
成
六
年
九
月
）

（
１９
）

高
埜
利
彦
氏
「
後
期
幕
藩
制
と
天
皇
」（
永
原
慶
二
編
『
講
座
・
前
近
代
の

天
皇
２

天
皇
権
力
の
構
造
と
展
開

そ
の
２
』
青
木
書
店

平
成
五
年
四

月
）

（
２０
）

注
（
１９
）
に
同
じ
。

（
２１
）

和
田
英
松
博
士
『
皇
室
御
�
之
研
究
』（
明
治
書
院

昭
和
十
八
年
八
月
）

（
２２
）

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
２３
）

注
（
１６
）
に
同
じ
。

（
２４
）

注
（
２１
）
に
同
じ
。

（
２５
）

注
（
１５
）
に
同
じ
。

（
２６
）

福
長
進
先
生
「
栄
花
物
語
と
女
房
日
記
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
十
四

巻
第
十
一
号

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
）

（
２７
）

父
は
、
鴨
社
前
正
祝
鴨
脚
故
秀
豊
�
。
母
は
、
家
女
房
。
越
後
局
と
称
し
、

六
十
石
を
食
ん
で
い
る
。
命
婦
の
多
く
は
、
下
鴨
・
上
賀
茂
・
松
尾
・
春
日
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の
社
家
の
女
や
地
下
官
人
の
女
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（『
幕
末
の
宮
廷
』『
幕

末
公
家
集
成
』）

（
２８
）

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
２９
）

田
端
泰
子
氏
『
日
本
中
世
の
社
会
と
女
性
』（
吉
川
弘
文
館

平
成
十
年
十

二
月
）

（
３０
）

岩
佐
美
代
子
氏
「
中
世
女
流
日
記
研
究
へ
の
一
提
言
」（『
国
文
鶴
見
』
第

十
九
号

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）

（
３１
）

中
田
薫
博
士
「
中
世
の
財
産
相
続
法
」（『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻

岩
波

書
店

昭
和
六
十
年
十
二
月
）

※
末
尾
な
が
ら
、
史
料
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
き
た
が
み
ま
さ
お
／
神
戸
大
学
大
学
院
生
）

祟
光

伏
見
宮
栄
仁
親
王

後
深
草

伏
見

後
伏
見

光
厳

後
嵯
峨

花
園

光
明

後
光
厳

後
円
融

後
小
松

称
光

亀
山

後
宇
多

後
二
条

長
慶

後
醍
醐

後
村
上

後
亀
山

伏
見
宮
貞
成
親
王（
後
祟
光
院
太
上
天
皇
）

後
花
園
（
後
小
松
猶
子
）

後
土
御
門

後
柏
原

中
御
門

桜
町

後
桜
町
（
女
帝
）

後
奈
良

正
親
町

…

東
山

桃
園

後
桃
園

欣
子
内
親
王（
光
格
后
）

閑
院
宮
直
仁
親
王

閑
院
宮
典
仁
親
王

閑
院
宮
美
仁
親
王

光
格（
後
桃
園
猶
子
）

仁
孝

孝
明

明
治

大
正

昭
和

今
上
陛
下
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